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を
受
け
や
す
い
受
給
開
始
年
一
い
る
な
か
、
日
本
は
M
W
歳
へ

一げ
た
。
医
療
で
は
患
者
が
築
一貴
の
根
本
的
な
抑
制
策
と
し

一貨
の
窓
口
負
担
を
本
来
の
2
一織
が
あ
る
。
高
齢
者
優
遇
の
一

齢
の
引
き
上
げ
は
〔
引
き
上
一
の
引
き
上
げ
途
上
に
あ
る
。

一中
し
て
い
る
大
病
院
か
ら
診
一て
は
力
不
足
と
の
指
摘
も
あ
一割
に
戻
す
こ
と
だ
。

1
割
に
一特
例
が
続
け
ば
、
世
代
聞
の
一

げ
」
と
い
う
表
現
を
骨
子
に
一
医
療
・
介
護
で
は
高
所
得
一療
所
や
在
宅
医
療
へ
誘
導
す
一る。

一軽
減
す
る
た
め
毎
年
度
の
補
一公
平
性
は
保
て
な
い
。
ま
ず
一

入
れ
な
か
っ
た
。
欧
米
各
国
一
者
の
健
康
保
険
料
の
引
き
上

一る
改
革
策
も
進
め
る
。
た
だ
、

一

プ
ロ
グ
ラ
ム
法
案
に
盛
り
一正
予
算
で
2
0
0
0億
円
規
一年
末
の
予
算
編
成
で
政
治
の
一

が
先
行
U
て
一
斉
に
的

i
w一
げ
や
介
護
サ
ー
ビ
ス
の
利
用
一
毎
年
1
兆
1
2兆
円
ぺ
l
ス
一込
む
改
革
策
を
着
実
に
実
行
一模
を
手
当
て
し
て
き
た
。
来
実
行
力
が
関
わ
れ
る
。
一

歳
へ
の
引
き
上
げ
を
進
め
て
一
者
の
自
己
負
担
増
な
ど
を
掲
一で
増
え
る
医
療

・
介
護
給
付
一で
き
る
か
も
課
題
が
残
る
。

一春
か
ら
段
階
的
に

2
劃
に

一

国
民
健
康
保
険
の
運
営
主
一

具
体
策
は
今
後
の
予
算
編
成
一戻
す
方
向
だ
が
、
自
民
党
内
一体
を
市
町
村
か
ら
都
道
府
県

や
厚
生
労
働
省
が
開
く
審
議
一に
は
反
対
論
が
く
す
ぶ
る
。

一に
移
す
案
に
も
財
源
の
課
題

会
を
経
て
決
ま
る
。
そ
の
過
一
田
村
憲
久
厚
労
相
は
幻
目
、

一が
あ
る
。
都
道
府
県
は
慢
性

程
で
与
党
の
族
議
員
や
関
係
一「
で
き
る
限
り
早
く
戻
し
た
一的
な
財
政
難
が
続
く
国
保
の

団
体
が
給
付
抑
制
に
反
対
一い
が
、
与
党
の
理
解
が
な
い
一赤
字
解
消
を
受
け
入
れ
の
条

し
、
改
革
案
の
骨
抜
き
を
狙
一
と
進
め
ら
れ
な
い
」
と
話
し
一件
に
し
て
い
る
。
政
府
は
大

う
と
予
想
さ
れ
る
た
め
だ
。

一た。

一企
業
の
健
康
保
険
組
合
の
負

忌
初
の
拭
金
石
は
予
算
の
一

ω年
か
ら
続
く
特
例
は
自
一担
を
増
や
し
、
国
保
の
赤
字

特
例
措
置
で
1
割
に
娼
え
置
一
公
政
権
、
民
主
党
政
継
で
何
一補
場
に
回
す
方
針
だ
が
、
企

い
て
い
る
初
1
九
歳
の
医
療
一
度
も
先
送
り
さ
れ
て
き
予
定
一策
労
使
は
反
発
し
て
い
る
。

〈専門家の見方〉
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今後の手順を整理

き
ょ
う
の

マ
:
社
会
mm障
制
度
改
革
国
民
会
識
が
で
に
法
制
上
の
措
置
を
講
じ
る
と
定
め

6
日
に
安
倍
晋
三
首
相
に
提
出
し
た
巌
て
い
た
。
政
府
は
幻
自
に
プ
ロ
グ
ラ
ム

終
報
告
密
の
内
容
を
も
と
に
、
政
府
が
法
案
の
骨
子
を
閣
議
決
定
し
、
こ
の
期

今
後
の
改
革
の
手
順
を
整
理
す
る
も
限
に
間
に
合
わ
せ
た
。

の。

ω月
か
ら
始
ま
る
臨
時
国
会
に
提
マ
・
・
政
府

・
与
党
は
プ
ロ
グ
ラ
ム
法
案

出
し
、
成
立
を
目
指
す
。
実
際
の
制
度
の
成
立
後
、
新
た
な
有
識
者
会
識
を
殻

変
更
に
必
要
な
各
法
案
は
、
プ
ロ
グ
ラ
置
す
る
方
針
だ
。
改
革
の
よ
り
具
体
的

ム
法
案
で
定
め
た
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
に
従
な
内
容
や
中
長
期
的
な
改
革
を
議
論
す

っ
て
、

順
次
提
出
す
る
。
る
と
み
ら
れ
る
。
国
民
会
議
と
並
行
し

マ
:
内
容
は
医
療
、
介
護
、
年
金
、
少
て
行
わ
れ
て
い
た
自
公
民
の
3
党
に
よ

子
化
対
策
の
各
分
野
に
ま
た
が
る
。

2
る
実
務
者
協
議
で
は
、
改
革
に
使
え
る

0
1
2年
8
月
に
施
行
し
件
程
会
保
障
財
源
を
消
費
税
の
増
税
予
定
分
ま
で
と

制
度
改
革
推
進
法
で
は
、
国
民
会
議
の
し
た
た
め
、
中
長
期
の
改
革
ま
で
踏
み

報
告
書
を
受
げ
、
日
年
の
8
月
幻
日
ま
込
め
な
か
っ
た
面
が
あ
る
。
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社会保障制度改革のプログラム法案



一
な
ど
、
消
費
増
税
に
よ
る
税

政
府
は
幻
目
、
社
会
保
障
制
度
改
革
の
工
程
表
と
位
置
付
げ
る
「
プ
ロ
グ
ラ
ム
法
案
」
の
骨
子
を
閣
織
決
定
し
た
。
若
い
世
一
一
収
増
の
一
部
(
約
7
0
0
0

代
向
け
に
少
子
化
対
策
を
盛
り
込
む
一
方
で
、
高
齢
者
や
高
所
得
者
に
は
給
付
費
の
抑
制
策
や
負
担
増
で
協
力
を
求
め
た
。
一
一
億
円
)
を
給
付
充
実
に
使
う
。

医
療
は
2
0
1
4年
度
か
ら
?
議
の
窓
口
負
担
を
段
階
的
に
上
げ
、

3

1

5年
度
に
は
介
護
サ
ー
ビ
ス
の
自
己
負
一
年
間
で
総
額
1
0
0兆
円

担
を
増
や
す
。
た
だ
抑
制
策
は
全
体
に
小
粒
で
、
年
金
で
は
具
体
的
な
改
革
を
先
送
り
し
て
い
る
。
(
関
連
配
事
3
面
に
)
一
を
突
破
し
た
社
会
保
障
給
付
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一
引
き
上
げ
を
前
提
に
、
給
付
一
貨
の
仰
制
策
は
、
給
付
の
伸

会

f
m刊
、
室
長
・
k
l桂
文

で

一
と
負
担
の
見
直
し
策
を
網
羅
一
京
大
き
い
医
療

・
介
護
分

。
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1

、
一
し
た
。
社
会
保
障
が
高
齢
者
一
野
が
軸
。
医
療
分
野
で
高
齢

プ
ロ
グ
ラ
ム
法
案
の
骨
子
一
首
相
に
提
出
し
た
報
告
書
を
一
の
関
連
法
案
を
提
出
す
る
。
一
へ
の
給
付
に
偏
っ
て
き
た
点
一
者
の
負
担
を
増
や
す
施
策
は

は
、
政
府
の
有
識
者
会
合
で
一
踏
ま
え
た
。
今
秋
に
聞
く
臨
一
骨
子
は
少
子
化
対
策

・
医
一
を
踏
ま
え
、
若
い
世
代
向
り
一
「
凶
年
度
か
ら
げ
年
度
ま
で

あ
る
社
会
保
障
制
度
改
革
国
一
時
国
会
で
成
立
さ
せ
年
明
け
一
療
・
介
護
・
年
金
の
社
会
保
一
に
少
子
化
対
策
を
盛
り
込
ん
一
を
メ
ド
に
順
次
総
ず
る
」
と

民
会
識
が
6
日
に
安
倍
晋
三
一
の
通
常
国
会
に
医
療
と
介
護
一
陣
4
分
野
で
、
消
費
税
率
の
一
だ
。
は
年
度
ま
で
に
初
万
人
一
実
施
時
期
に
帽
を
持
た
せ
後

司
1
」
同
↓
バ
「
到
剖
↓
ー
勺
|
引
」
リ
1

分
の
保
育
の
受
け
皿
を
作
る
一ズ
レ
に
含
み
を
持
た
せ
た
。
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割
)
か
ら
2
割
に
引
き
上
げ
一に
移
す
。
そ
の
前
に
国
保
の

一削
減
額
は

「年
間
1
千
数
百

る
。
一
赤
字
を
埋
め
る
た
め
大
企
業
一
億
円
程
度
」
(
政
府
関
係
者
)
。

負
担
増
へ
の
高
齢
者
の
反
一
の
健
康
保
険
組
合
の
負
担
を
一
低
所
得
者
の
介
護
保
険
料
の

発
を
和
ら
げ
る
た
め
、

一
挙
一
凶
年
度
か
ら
増
や
す
。
一
軽
減
策
な
ど
を
含
め
る
と
、

に
2
割
に
上
げ
る
の
で
は
な
一
介
護
分
野
の
施
策
は
「
同
一
介
護
に
か
か
る
公
費
は
む
し

く
、
新
た
に
初
歳
に
な
る
人
一
年
度
を
メ
ド
に
講
ず
る
」
こ
一
ろ
増
え
る
と
見
込
ま
れ
る
。

か
ら
5
年
か
け
て
段
階
的
に
一と
を
目
指
す
。
一
律
1
劉
と
一
社
会
保
障
給
付
貨
の
約
半

|
」
上
げ
る
。
こ
の
た
め
一
気
に

一な
っ
て
い
る
介
護
サ
ー
ビ
ス
一
分
を
占
め
る
年
金
で
は
支
給

政
府
は
ま
ず
法
律
改
正
が
一

2
割
に
上
げ
れ
ば
年
2
0
0
一の
利
用
者
の
自
己
負
担
を
二
開
始
年
齢
の
引
き
上
げ
な
ど

必
要
な
く
予
算
の
見
直
し
で
一

O
億
円
と
な
る
は
ず
の
公
拘
置
一定
以
上
の
所
得
の
あ
る
人
は

一
の
給
付
仰
制
を
検
討
課
題
と

実
施
で
き
る
初
1
九
歳
の
医
一
の
削
減
効
果
は
初
年
度
は
百
一
引
き
上
げ
る
。
症
状
が
軽
い

一し
て
列
挙
し
た
。
た
だ
、
い

療
費
窓
口
負
担
の
引
き
上
げ
一
数
十
億
円
に
と
ど
ま
る
。
一
人
は
介
護
給
付
対
象
か
ら
外
一
つ
具
体
策
を
検
討
す
る
か
時

を
は
年
度
に
も
実
施
す
る
方
一
市
町
村
が
運
営
す
る
国
民
一
し
市
町
村
の
事
業
に
移
す
。
一
期
は
明
記
せ
ず
、
中
長
期
的

針
だ
。
翼
付
の
1
劉
〈
現
役
一
健
康
保
険
は
財
政
を
安
定
さ
一
た
だ
、
こ
れ
ら
の
介
護
給
一
な
課
題
と
す
る
に
と
ど
め

並
み
所
得
の
あ
る
人
は

3
一
せ
る
た
め
都
道
府
県
の
運
営
一
付
の
抑
制
策
に
よ
る
公
績
の
一
た
。


